



オー ス トラ リアは、1788年の建 国か ら1991年迄 にお よそ600万人 の
移 民 を 受 け 入 れ て い る。1996年の 人 ロ セ ンサ ス に よ る と、 総 人U
17,892,423人の うち、overseas-bornは3,908,213人で、 全体の21.8%を占
め てい る。1980年代 後 半以 降ア ジア諸 国 の経 済 が好調 で あ るに もかか
わ らず 、 アジア地域 か らの移民が急速 に 上昇 して いる。 この よ うな現象
は、 オー ス トラ リアの移民政 策が教育水 準及び専 門性 や技 術 とい う経 済
的側 面に大 きくウェー トをかけ る政 策に変更 し、 この結 果 アジアの高い
教 育水準 を持 つ 若年層の流 入を容易 させ たため であ る。
本 論文 で は、1991年に実施 したセ ンサ スデー タをk礎 に、東南 ア ジ
アーbornの移民 の労 働市場 の状 況 に焦 点 を当てた。 東南 ア ジアか らの最
近 の移民 は、教育水 準 及び技術 水準が高 く、流 出国の経 済発展 に とって
重要 なprofessionallabourを送 出 してい る関係 を生み 出 している と もい
え よ う。 また一一方1970年代 に は、東 南 ア ジアか らオー ス トラリアへ の
流 入 は、難民 が 高い比 率 を占めてい る。 この よ うな移民流 入の経 緯 を反
映 し、東 南ア ジア各 国の オース トラ リアでの労働市 場の状況 は大 き く異
なってい る。 そ こで 、本論文で は東南ア ジア諸 国の オー ス トラリアでの
労働市場 で の状 況 を概 観 し、流 出国に よ りこの よ うな格差が生 じる要 因





移 民 に とっ て 、 そ の 移 動 が 経 済 活 動 にお い て 成 功 した か を示 す 最 も明
確 な指 標 は 、 本 人 が 雇 用 され て い る か で あ る 。 第 二 の 経 済 的 な 成 功 を示
す 指 標 に は、 本 人 の技 術 ・資 格 ・経 験 に適 合 した 職 業 に 就 い て い るか で
あ る。 第 三 に社 会 的 移 動 性 、 つ ま り個 人 の 職 業 階 層 に お け る移 動 範 囲 を
示 す 指 標 で あ る。 こ の 指 標 は 移 民 に な る前 の職 業 と、 移 動 後 に 最 初 に就
く職 業 と の比 較 、 また 移 動 後 に最 初 に 就 く仕 事 と現 在 の 仕 事 との 比 較 に
よ っ て 計 測 され る(注㌦ これ まで の オ ー ス トラ リア 移 民 の 失 業 問 題 は 、
Overseas-bornがAustralia-bornより も失 業 率 が 高 く、Overseas-born
の 中 で もNESB(Non-EnglishSpeakingBackground)の移 民 の 失 業 率
が 高 い とい う問 題 に 焦 点 が 当 て られ 分 析 され て きた 。
図1.1.1は1991年の セ ンサ ス を下 に 、 各countryofbirthplace別の 失
業 率 を 示 して い る 。1991年の オ ー ス トラ リ ア の 経 済 は 不 況 で 、 こ の 時
のAustralia-bornの失 業 率 は 全 体 で10.6%、男 性11.5%に 対 し 女性 は
9.5%であ っ た。OtherOverseas-bornの全 体 の 失 業 率 が12.9%、男 性 は
13.8%、女性 は11.6%であ っ た。 これ に対 しAsia-bornの移 民 の 失 業率
は 高 い 。TotalAsia-bornの全 体 の 失 業 率 は20.3%で、 これ はAustralia-
bornの二 倍 、OtherOverseas-bornより も8%高 い状 況 にあ る 。 中 で も
Southeast-Asia-bornの失 業 率 は極 め て 高 く、 全 体 で は24。7%、男 性 は
24.0%、女 性 は25.5%であ り、4人 にi人 の 割 合 で 失 業 して い る と い う
困 難 な状 況 に あ る。 しか し東 南 ア ジ ア ーbornの国 別 の 失 業率 の 格 差 は 大
き い。 シ ンガ ポ ー ルーborn・マ レー シ アーbornは、 全 体 の 失 業 率 が11.8%
で 、Australia-bornの10,6%よりは 若 干 高 い状 況 で あ っ た 。 そ の 一 方 で
ベ トナ ムーbornは39.8%、カ ンボ ジ ア.bornは39.6%と4倍の 高 い 数 字 を
示 し て い る 。 イ ン ドネ シ ァ ーbornの失 業 率 は18.2%で あ る 。 つ ま り、
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1991年のAustralia-bornに対 す る シ ン ガ ポ ー ルーborn及び マ レー シ アー
bornの失 業 率 は 若 干 高 く、 イ ン ドネ シ アーbornが8%高 く、 これ に 対 し
ベ トナ ムーborn及び カ ンボ ジア ーbornは4倍に達 す る 高 い 水準 と な っ て い
る 。
1.2職 業 別 及 び 産 業 別 就 業 分 布
NESBか らの 移 民 労 働 力 の 産 業 別 及 び職 業 別 就 業 分 布 の 現 状 を研 究 し
た 結 果 に よ る と、 製 造 業 部 門 あ る い は 建 設 業 部 門 に 集 中 し、 低 い 技 術 や
地 位 の職 業 に就 業 す る 傾 向 に あ る(it2〕こ とを 示 して い る。 この よ う な傾
向 が 生 じる理 由 は、 製 造 業 を 中 心 と した仕 事 は、 マ ニ ュ ア ル に よ る 仕 事
が 多 く、十分 な英 語 能 力 が な くて も就 業 で き る た め で あ る と 、説 明 す る。
図1.2.1及び1.2.2は1991年セ ン サ ス を 基 礎 に 、 移 民 のcountryof
birthplace別の 労 働 力 の 産 業 別 及 び 職 業 別 就 業 比 率 を 示 し て い る 。
Australia-bornの産 業 別 就 業 構 成 で は 、Wholesale&RetailTradeが
19.3%、続 い てCommunityServiceが18.1%、Manufacturing11.5%、
FinanceProperty&Businessが11.1%とな っ て い る。 シ ン ガポ ー ルー
born及び マ レー シ アーbornはAustralia-bornと類 似 した 産 業 別 就 業 構 造
を持 っ て い る。Australia-bornと比 較 す る と、CommunityServiceと
FinanceProperty&Businessの産 業 へ の 就 業 比 率 が 高 い 。 両 国 で は
CommunityServiceの比 率 が 最 も高 く、 シ ン ガ ポ ー ルーbornは22.8%、
マ レー シ アーbornは26.3%であ る 。FinanceProperty&Businessの産 業
で は そ れ ぞ れ16.0%、16.7%の 構 成 比 で あ る 。 し か し 両 国 の
Manufacturingの構 成 比 は10%程 度 とAustraiia-bornより も低 く、 また
Overseas-bornの構 成 比1&2%を 大 き く下 回 っ て い る。
イ ン ド ネ シ ア ーborn・ ベ トナ ム ーborn・ カ ン ボ ジ ア ーbornの
Manufacturingの構 成 比 は極 め て 高 く、 順 に25.3%、43%、45.6%の比
率 を示 して い る 。 続 い て 就 業 者 の 構 成 比 率 の 高 い 産 業 は 、Wholesale&
RetailTradeであ る。ManufacturingとWholesale&RetailTradeの2
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産 業 を 合 計 し た 就 業 者 比 率 は 、 ベ トナ ム ーbornでは 全 就 業 者 の57%、 カ
ン ボ ジ ア ーbornでは61.6%に 達 す る 。 イ ン ド ネ シ ア ーbornの構 成 比 率 は
Manufacturingに続 い て 、Wholesale&RetailTradel8%、Community
Service12.8%、RecreationPersonal&OtherServices10.8%とな っ て
い る 。
職 業 別 構 成 比 率(図1.2.2)で は 、Asia-bornはProfessionalとLabores
&RelatedWorkersの 項 目 でAustralia・bornより も 高 い 比 率 を 示 す 特 徴
が あ る 。ProfessionalではAustralia-bornが12.5%に対 し 、Asia-bornは
15.8%であ る 。 ま たLabores&RelatedWorkersで は 、Australia-born
が12.4%に 対 し、Asia-bornは16.5%であ る 。 就 業 人 数 を 見 る と 、Total
Asia-bornのProfessional及びLabores&RelatedWorkersの 就 業 人[
は 、 そ れ ぞ れAustralia-bornの5%またTotalOverseasの7%を 占 め て
い る 。 次 にAsia-bornの地 域 別 構 成 比 率 を 見 る と 、SouthAsia-bornの
Professionalの構 成 比 は 高 く、 一 方SoutheastAsia-bornのLabores&
RelatedWorkersの 構 成 比 が 高 い 。 し か し 就 業 者 数 で 見 る と 、
ProfessionalとLabores&RelatedWorkersの両 者 でSoutheastAsia-
bornの 人 数 が 高 く 、ProfessionalではTotalAsia-bornの47.3%、
Labores&RelatedWorkersではTotalAsia-bornの58.5%に達 し て い
る 。
国 別 構i成 比 率 で は 、 シ ン ガ ポ ー ル ーborn・ マ レ ー シ ア ーbornの
Professionalの比 率 は 、 そ れ ぞ れ22.4%・28.3%と 高 い 状 況 に あ る が 、
イ ン ド ネ シ ア ーborn・ベ トナ ム ーborn・カ ン ボ ジ ア ーbornはLabores&
RelatedWorkersの項 日 に 集 中 し 、 そ れ ぞ れ21.9%・22.3%・30.2%の
高 い 比 率 を 示 し て い る 。 人 数 で は マ レ ー シ ア ーbornのProfessionalが
9,951人(Asia-bornの21.7%)とSoutheast-Asia-bornの巾 で は 最 も 高 い
が 、 続 い て ベ トナ ム ーbornが3,256人(Asia-bornの7.1%)、シ ン ガ ポ ー
ル ーbornは2.477人(Asia・bornの5.4%)と続 い て い る 。 人 数 で 比 較 す る
と ベ トナ ム ーbornは、ProfessionalとPara-Professionalの就 業 人 数 が 高 い
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こ とが 観 察 さ れ る。 しか しそ の 一 方 でLabores&RelatedWorkersの就
業 人 数 も9,329人と多 く、Asia-born全体 の 同 職 業 就 業 者 数 の19.40/・に達
す る。
1.3所 得 構 造(図1.3.1及び1.3.2参照)
[男性 の 状 況]・ 年 間 の 所 得 が2万5T-AZド ル(オ ー ス トラ リア ドル 、
1991年の レー トは 、1ド ル=105.2円で あ っ た 。)以 下 の 各 所 得 階 層 比
率 の 累 積 を 比 較 す る と、Australia-bornは60.2%に対 し、 カ ンボ ジ ア ー
born(82.7%)、ベ トナ ム ーborn(812%)、イ ン ドネ シ アーborn(70.4%)
の 各 国 は この 所 得 階 層 に 大 半 が 占 め て い る こ とが 示 され て い る。 しか し
同 所 得 階 層 の 比 率 は 、 マ レー シ アーbornでは53.7%、シ ン ガ ポ ー ルーborn
で は55.5%と、Australia-bornを8-5%下回 る。 マ レ ー シ アーborn及
び シ ン ガ ポ ー ル ーbornは、Australia-bornの所 得 階 層 構 造 に 比 べ て 、 上
位 階 層 の 構 成 比 率 が 高 い 。 年 収5万 一7万AZド ル また7万AZド ル 以
上 の 二つ の 所 得 階 層 を 合 計 した 比 率 は、Australia-bornは5.8%に対 し、
マ レ ー シ アーbornは9.6%、シ ンガ ポ ー ルーbornは&6%と3-4%程 度 高
い 比 率 を 占 め て い る。 しか し シ ン ガ ポ ー ルーbornとマ レー シ アーbornの、
最 下位 階 層(3千AZド ル 以 下)の 比 率 は、 表 に示 され た 国 の 巾 で は最
も高 い比 率 とな っ て い る 。 他 の 国 か らの 移 民 は7%-9%で あ るの に対
し、 両 国 は13%の 比 率 を 占 め て い る。 ベ トナ ム ーborn及び カ ン ボ ジ アー
bornでは、 年 収3千 一8千AZド ル の所 得 階 層 に最 も多 くの 人 数 が 集 中
して い る 。 ベ トナ ムーbornは33.0%、カ ン ボ ジア ーbornは29.8%を示 して
い る 。
[女性 の状 況]男 性 に比 べ て女性 の所 得水準 は、低 い階層 に集 中 してい
る。 図1.3.2に示 して いる ように、1万6千 一2万5千AZド ルの階 層 に
は、 いず れ の国 にお いて も15%の 人[が 示 され て い る。 さ らに この階
層 を境 に して、 両極 に別 れ る特 徴 を持 って い る。 しか し 一一年間 の所 得が
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2万5千AZド ル 以 下 の 各所 得 階 層 比 率 の 累 積 で は 、Australia-bornは
78.O%に対 し、 カ ンボ ジ アーborn(84.3%)、ベ トナ ム ーborn(82.4%)、
と 高 く、 そ の 一一方 で は 、 マ レー シア ーbornは66.5%、シ ンガ ポ ー ルーborn
は68.4%、イ ン ドネ シアーbornは75.3%と高 い もの の 、Australia-bornを
ド回 て い る 。 全 人 口 に対 す る 、2万5千AZド ル を越 え る階 層 に 占 め る
人 口 の 比 率 で は 、 マ レー シ アーborn(23%)が最 も高 く、 続 い て シ ン ガ
ポ ー ルーborn(19%)であ る。 こ の 二 ヶ国 はAustralla-born(12%)を
い ず れ も越 え て い る 。 続 い て イ ン ド ネ シ ア ーborn(8%)、 ベ トナ ム ー
born(4%)、 そ して カ ンボ ジ アーborn(2%)の 順 で あ る。 各 国 に お け
る、 最 も高 い 比 率 を示 す 所 得 階 層 は 、 シ ン ガ ポ ー ルーbornとマ レー シ アー
bornが最 ド位 層 の3千AZド ル 以 ドの 階 層 に20%の 比 率 が 示 さ れ た 。
ベ トナ ム ーborn及び カ ンボ ジ アーbornでは 、3千 一8千AZド ル に32-
34%の 比 率 が 占 め られ て い る。 イ ン ドネ シ アーbornは同 階 層 に21%が 集
中 して い る 。Australia-bornは、3千 一8千AZド ル に22%が 集 中 して
い るが 、8千 一1万6千AZド ルの 階 層 に24%が 集 中 し最 も高 い 比 率 が
集 中す る 所 得 階 層 とな っ て い る 。
第 二 章Countryofbirthplaceによ る 労 働 市 場 格 差 の 要 因
に つ て の こ れ ま で の 研 究
これ までAustralia-bornを基準 と し、失 業率 ・就 業 して いる職業 及 び
産業の分 布 ・所得 階層 の分布 につ いて、 ア ジアか らの移 民 そ して 東南 ア
ジア各 国の移民 の状況 を比較 した。 地域 別 の数字 あ るい は国別の 数字 を
取 り上 げてみ る と、Australia-bornと大 き く格 差が あ るこ とが示 され る。
しか しその…・方 で、マ レー シアーbornやシ ンガポー ルーbornのケースで は、
Australia-bornに近 似 あ る い は若 干優 位 な状 況 にあ る こ と も観 察 され
た。Australia-bornとの格 差 及 び各 ア ジアーbornの間で の格差 な ど、 移
民 の労働市 場 での格差 を説明す る要 因 につ いて これ までの研究 を レビュ
ーす る。
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移 民 の 労 働 市 場 で の 経 験 の 格 差 を 論 じ る 時 、Australia-bornと
Overseas-bornとの 二 つ の カ テ ゴ リー で の 比 較 、 さ ら にOverseas-born
の 間 で はESB(EnglishSpeakingBackground)とNESBに区 分 して 分
析 され て きた 。 つ ま り失 業 や 職 業 及 び 賃 金 の 格 差 の 主 た る 要 因 は 、 英 語
能 力 だ と 考 え られ て い る た め で あ る。Australia-bornと比 較 して 、 移 民
の 失 業 は 高 い 。 こ の よ うな現 象 を 説 明 す る 要 因 と して 、 これ まで の研 究
で は 、 「英 語 能 力 」 ・ 「オ ー ス トラ リア で の 滞 在 期 間 」 ・ 「オ ー ス トラ
リア で認 定 され た教 育 水 準 」 をあ げ られ て い る。 以 ドこ の よ うな 要 因 に
つ い て の こ れ まで の 研 究 結 果 を レ ビュ ー す る。
2.1英語 能力
FosterandBaker(1996)は、労働市場 で の労働 力の経験 の格 差 は、
英語 能力 とイギ リスの 文化 に親 しんでい るか とい う点が重 要な要 因だ と
指 摘 す る。他 に、Baker,SloanandRobertson(1993)は、skilled
immigrationには、 目にみ える技術 に加 えて、 目には見 えない側 面 の仕
事の応用 ・努力 ・判断 力 ・協調性 が求 め られ る、 としてい る。 この よ う
な ことか ら移民 に は英 語能力 や文化 ・経 済 ・労働 市場 につい ての理解 が
求 め られて い る と、述 べ る。Foster,Marshall&Williams(1991)は、
労働 市場 の 主な指標 を使 い、移民 に とって オース トラ リアの労働 市場 が
差別 的で あ るか を検証 した。 その結果差別 され てい る との結論 は出せ な
い と しなが らも、NESBからの移 民 に とって オー ス トラ リアの労 働市場
が不利 で あ る と述べ る。 その 要因 と して、 英語 能力の欠如 、 オー ス トラ
リアの労 働市 場 に不慣 れ 、雇用 者の 差 別 をあげ てい る。 しか し、Jones
andMcAllister(1991)は、1981年以 降到 着 した移民 のケー スにつ いて
で あ るが 、 「英 語能 力」 の要 因が ・貫 して重 要 な要 因で あ る とは主張 し
が たい と、指 摘す る研 究 もあ る。 またInglisandStronback(1986)の
研 究 では、セ ンサ スの 「英語能 力」 に関す る質問項 日にお け るnotwell、
notatallの回答の あ った 「十分 な英語 能力 を持 ってい ない」 と回答 し
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た もの の失業が高 い、 と結論 づ けてい る。 ア ジア地域 か らの移民 の失 業
が 高い理 由につい て、FosterandBaker(1996)は、最近 到着 した移民
が 多 く、 この ため オー ス トラ リアの 居住 年数が短 い こ と、 さらに英語 能
力 の欠如 であ る と、 論 じてい る。
また職 業や賃金 に関す る格 差の 要因の 分析 にお いて も、 英語能 力の 欠
如 が格差 の最大 の要 因で あ る と説 明す る 鱈)。英語 能力 の ヒ昇 に よ り賃
金は上 昇す る との研 究 は、ChiswickandMiller(1993)が行 い。 これ
に よる と、英語能力 のlt昇に よ り、給 与 は9%h昇 す る とい う結 論で あ
った,,
2.2オ ース トラ リア居住期間
また英語 能力 を一 定 にす る と、 「オー ス トラ リア居住 期 間」 や、 オー
ス トラ リアで認め られ る教育 水準等 が最 も重要 な労働 市場 での格差 を説
明 す る要 因であ る と述べ てい る。 さらに到 着の年 には極 め て高 い失業率
を経 験 して も、到着 後数年が経 過す る と失業率 は下 落す る と多 くの文献
で 述べ られてい る。 居住期 間が長 くな るにつ れ て英語 能力 が高 ま り、 オ
ース トラ リアの労働 市場 の文化的適 合性 を高め る事がで きる ため、到着
の 年 には 高い失業 率 を経験 して も、到 着 後の年 数が経 過 す る につ れ て、
失 業率 は減 少す るためで ある。
Miller(1986)は、 自国 を出 国す る前 に、仕 事 の情 報 を得 る こ とが、
初 期の失業 を緩和す る と述べ る。 またBIMPR(1995)は、男性 の24%、
女性 の18%は 移動 前 に親戚 か ら職業 に関す る情 報 を得 て い る。 また 男
性 の17%、 女性 の8%は 、移 動 前 に友 人か ら雇 用 の情 報 を得 て い る。
Carson(1995)は、 友 人や 家族 か らの情 報 は、 初期 の 雇用 を確 保 す る
の には、雇用 機関や 新 聞広 告 よ りも効 果 が高い と してい る。Inglisand
Stronback(1986)は、到 着 の年 の失業 率 は15-25%に 達 す るが 、到
着 後5年 が 経過 す る と、European-born及びBritish-bornの失 業 率 は
Australia-bornと変 らない状 況 に改善 す る と述べ た。 居住 期 間の長 さが
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雇 用 に 与 え る 効 果 は 高 い と い う結 論 は 多 い 。Williams,Murphy&
Brooks(1997)は、1993年9月 か ら1995年8月 の 期 間 に オー ス トラ リ
ア に 到 着 し た移 民 に 、 到 着 後6ヶ 月 以 内 、1年 以 内 さ らに2年 後 の3回
の イ ン タ ビ ュ ー を 、5,193人の 応 募 者 と そ の 家 族 に 行 っ た 結 果 が 、
LongitudinalSurveyofImmigrantstoAustralia(LSIA)であ る。 こ
のLongitudinalDataを使 い 、 オ ー ス トラ リア の 滞在 期 間 の 長 さ と失 業
率 の 減 少 を 観 察 し結 果 、 イ ン タ ビ ュ ー の 回 数 毎 に 失 業 率 は57%→37%
→19%と 下 落 して い る。 しか しJonesandMcAllister(1991)は、 居 住
期 間 の 長 さが 失 業 率 の 格 差 を説 明 す る 説 は 、NESBの 移 民 に特 に 適 合 す
る と、 述 べ る。
2.3教育 水準 とその認定 の問題
移民 の教育水 準 に関す る問題 は戦 後一貫 して論 じられ ている問題であ
る。 「1945年か ら1989年の7月 までの期 間に、お よそ64万人の移 民が
海外 で取 得 した資格 を認 定 され ない状 況 にあった。 これ は年 間1万5千
人 にの ぼる。」(ChapmanandIredale,1990,p1)。この こ とは、移民の
労働 が適切 に使 われて いない事 を示 してい る く注4)。
失業率 を説明 す る要因に、英 語能力 ・オー ス トラ リア居住 年数 に加 え、
教 育水準 が あげ られ る。 高い教育水準 は、失業率 を低 くす る とい う結論
は、NESBに特 にあて は まる、,しか しovcrseasで取得 した教育が 、 オー
ス トラ リア に同様 の水 準 に移 転 で きな い問題 が あ る。 この こ とは特 に
NESBの移 民 に多 く生 じ、 同 じ教 育水 準のAustralia-bornよりも格段 に
高い失 業率 を経験 す る。資格認 定の 問題 を雇用者側 か ら分析 した ものは、
ChapmanandIredale(1990)があ る。 この研 究で は、 オース トラ リア
の雇用者 は、NESBの移 民 をすべ て同質的 だ と考 え、彼 らがoverseasで
取得 した技 術 を考慮 に入れ ない と指摘 した。 またNESBの労働 力 も、 白
らの技術 を公式 認定 させ る努力 を しない と指摘す る。
BeggsandChapman(1988)の研究 で は、1981年セ ンサ スデー タか
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ら総 件 数 の1%の サ ン プ ル を使 っ て 、Australia-born、ESB、NESBの
失 業 率 格 差 の 分 析 を行 な い 、 教 育 水 準 が 高 い ほ ど失 業 率 が 上 昇 して い る
との 結 論 を導 い た 。 さ らに 、 オ ー ス トラ リア で のoverseasquallfication
の 認 定 の 問 題 は 、 移 民 の 教 育 水 準 が 高 くな る に つ れ て 、Australia-born
に対 す る相 対 的 地 位 が ド落 す る状 況 に あ る と指 摘 す る。 この よ う な現 状
を踏 ま え て 、 計 量 経 済 分 析 で は 、Australia-basedqualificationと
qualificationobtainedoverseasと区分 し分 析 され て い る。 一方 、 到 着 後
の 資 格 の 取 得 に つ い て は 、ChiswickandMiller(1992)は、 到 着 後 の
資 格 取 得 の 要 因 と 、 そ の 効 果 に つ い て 研 究 し た 。 デ ー タ は1987ABS
surveyLabourForceStatusandOtherCharacteristicsofMigrationで
あ る 。 資 格 取 得 に 与 え る要 因 を 、Pre-lmmigration、Visacategory、
Post-lmmigration{i)から 分 析 し て い る 。 こ れ に よ る と 、Pre-
Immigrationの要 因 が 、 到 着 後 の 資 格 獲 得 に影 響 を 与 え、 そ の 結 果 労 働
市場 で の 成 功 を も た ら して ゆ く と結 論 づ け た 。Foster.Marshall&
Williams(1991)は、 明 らか に教 育 水 準 の 高 いNESBか らの 移 民 が 資 格
認 定 に お い て 差 別 さ れ て い る と述 べ る。 「職 人 と専 門 職 の 分 野 に お い て 、
連 邦 国家 以 外 か らの 移 民 は、 そ の 認 定 の 過 程 で 明 白 に 不 利 に 立 た され て
い る。 オ ー ス トラ リア 経 済 が 今 後 ます ます 国 際 化 し、 効 率 性 と生 産性 で
の 上 昇 を実 現 しな け れ ば な らな い 状 況 に お い て 、 技 術 や 資 格 の 認 定 にお
い て 層 合 理 的 に行 わ れ る事 が 要 請 され る。」{渕 と述 べ る。
技 術 の 認 定 に 代 わ っ て 、 ビザ の 種 類 が 移 動 直 後 の 労 働 市場 の 結 果 に大
き く影 響 す る こ と に 着 目 し た 研 究 結 果 も あ る 。 前 掲 のWilliams.
Murphy&Brooks(1997)では 、 労 働 市 場 の 結 果 に影 響 を 与 え る 要 因
は 、 ① ビ ザ カ テ ゴ リ ー;特 に 技 術 が 評 価 さ れ る カ テ ゴ リ ー つ ま り、
BusinessSkills、ENSは、移 動 前 と 同 様 の 職 業 に 流 入 直 後 に就 業 で きる 。
② ポ イ ン トテ ス トが 採 用 され て い るConcessionalFamilyの状 況 は 、
PreferentialFamilyと同様 の 結 果 と な っ て い る。 ③ 居 住 期 間 も重 要 な要
因 で あ る。 ④ 移 動 前 に 資 格 が 認 定 され て い る と、 若 干 で あ るが 労 働 市場
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の結 果 に有利 に働 く。 しか しこの 要因 よ りも英 語能 力 ・birthplace・ビ
ザ カテ ゴ リー ・最 初の流 入先の 要因が 重要で あ る。 また⑤ 移動時 の オー
ス トラ リアの 経 済状 況 な ど を列 挙 して い る。JonesandMcAllister
(1991)は、 「移 民 のいか なる教 育水準 にお いて も、移 民 と言 う行為 は、
careerを下 げ、overseasでの職 業 よ りもそ の地位 を下 げる こ とになる。」
と主張 し、 この 主 な原 因 をoverseasの教 育水 準が 過小 評価 され るため
であ る としてい る 帽)。
職 業の格 差 につ いて は、Vaughan(1992)があ るが 、彼 はア ジアか
らの移民 が就業す る職 業分 布 は、NESBのなかで もは るか に低 い地位 に
集積 して いる と述 べ、 この よ うな現 象 は、 オー ス トラ リア居住年 数や 、
教 育 資 格 の 認 定 以 外 の 要 因 が あ る と指 摘 す る。 ・方 賃 金 につ いて は
BeggsandChapman(1988)の研 究が あ り、教 育水 準か ら賃金格 差の
要 因 を論 じて い る。 これ に よる と、教 育 年数8年 のAustralia-bornは、
ESB、NESBの移 民 よ りも賃金が低 い。 しか し失業率 と同様 に、教育 年
数 が上 昇す る に従 いAustralia-bornの賃 金 は上 昇 し、ESB、NESBより
も高 くな り、 さ らに教 育年 数が 上昇す る に従 って、ESB、NESBとの所
得格 差 は拡 大 してい る と、述べ てい る。
第 三 章 東 南 ア ジ ア か ら の 移 民 の 各 労 働 市 場 格 差 の 要 因 に
つ い て
本章 の各図表 はAustraliaCensusl991の国別統 計CommunityProfile
を基 に、 男性 と女性 の、 英語能 力 ・移 民 と して人国 した年 ・教育 水準 を
示 した ものであ る。 これ らの統 計 を使 っ て、東 南 ア ジア各国か らの移民
の労 働 市場 での状 況の格 差 を説 明す る要因 につ いて検討す る。
3.1英 語 能 力
図3.1.1に示 され たVeryWell、Well、NotWell、NotAtAllの各 項 目
は 、 英 語 以外 の 言 語 を メ イ ンに 話 す 人 の 英 語 の 能 力 を 自己 判 定 した 結 果
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で あ る。
[男性 の 結 果](図3.Ll参 照)左 端 のoverseas-bornと比 較 す る と、 シ ン
ガ ポ ー ルーborn及び マ レー シ アーbornの英 語 能 力 は 極 め て 高 い 。English
SpeakingOnlyと回 答 した 比 率 は 、 シ ン ガ ポ ー ルーbornでは50。4%、ま
た マ レー シ アーbornは30.1%で、 両 者 と も にOverseas-bornの23%を大
き く上 回 っ て い る 。EnglishSpeakingOnly及びVerywellと回 答 した
比 率 は 、 シ ン ガ ポ ー ルーbornで83.4%、マ レー シ アーbornで73.5%に達 す
る。 一 方Overseas-bornは53.8%であ る こ とか ら、 両 者 の 国 か らの 移 民
の 英 語 の 能 力 は 高 い と 判 定 で き る 。 イ ン ド ネ シ ア ーbornのEnglish
SpeakingOnly及びVerywellと回 答 した 比 率 は 、42.4%であ る。 しか
しベ トナ ム ーbornとカ ン ボ ジ ア ーbornの英 語 能 力 は 低 く、English
SpeakingOnly及びVerywellと回 答 した 比 率 は 、 前 者 が18%、 後 者 が
19%で あ る 。 ま た ベ トナ ムーbornとカ ン ボ ジ ア ーbornのNotWell及び
Notatallの項 目 に 回 答 した 比 率 は 、 前 者 が41.5%、後 者 が42.8%と高
い 数 字 を示 して い る 。
[女性 の 結 果](図3.1.2参照)男 性 と同 様 に 、 シ ン ガ ポ ー ルーbornとマ レ
ー シ アーbornの英 語 能 力 は 極 め て 高 く、 ベ トナ ム ーbornとカ ン ボ ジ ア ー
bornとの 格 差 は 極 め て 高 い 状 況 に あ る。SpeaksEnglishOnlyとVery
Wellと回 答 した比 率 を合 計 した 数 字 を 高 い 順 に 示 す と、 シ ン ガ ポ ー ルー
born(81.6%)、マ レ ー シ ア ーborn(72.3%)、イ ン ドネ シ ア ーborn
(40.8%)、ベ トナ ムーborn(16%)、カ ンボ ジ ア ーborn(15.8%)とな り、
東 南 ア ジ アーbornの英 語 能 力 の 格 差 は大 きい こ とが 男 生 と同 様 に 示 され
る 。Overseas-bornの女 性 のSpeaksEnglishOnlyとVeryWellと回 答
し た 比 率 は 、50.6%で あ る 。 こ の 数 字 と比 較 す る と 、 シ ン ガ ポ ー ルー
born及び マ レ ー シ アーbornの英 語 能 力 は 格 段 に 高 く、 イ ン ドネ シア ー
bornが10%程 度 低 い 状 況 と な っ て い る。 ベ トナ ム ーbornとカ ン ボ ジアー
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bornの英語能力 は低 く、EnglishSpeakingOnly及びVerywellと回答
した比率 は、両 者 ともに16%と な ってい る。 またベ トナムーbornとカ ン
ボ ジアーbornのNotWell及びNotatallの項 目に回答 した比率 は、 前者
が54.2%、後 者が5&1%と高 い数字 を示 してい る。 以上の事 か ら男性 ・
女性 と もに東 南 ア ジアか らの移民 の英語 能力 には、 極 めて大 きな格 差が
あ り、女性 のほ うがその格 差が幾分 大 きい状 況 となって いる。
3.2居 住 期 間
表3.2.1は1991年セ ンサ ス を 基 礎 に 、 各 国 か らオ ー ス トラ リアへ の 入
国 の 年 毎 の 人 数 を 示 して い る 。1980年代 以 降 ア ジ ア か らの 移 民 の 流 入
は増 大 して い る。 この よ うな傾 向 を 反 映 して 、 表 に 示 した 国 か らの 移 民
の 居 住 年 数 は 、Overseas-bornに比 較 して 短 い 。1981-1991年の 期 間 に
流 人 し た 移 民 の オ ー ス ト ラ リ ア 国 内 の 移 民 総 数 に 対 す る 比 率 は 、
Overseas-bornが31.3%に対 し、Cambodia-born82.6%、VietNam-
born71.9%、Malaysia-born63.9%、Indonesia-born60.3%、
Singapore-born55.4%といず れ の 数 字 も、Overseas-bornを大 き くhlpl
っ て い る。 こ の よ うな 数 字 で示 さ れ る よ う に、Cambodia-born及びViet
Nam-bornからの 移 民 の 歴 史 は 東 南 ア ジ ア 諸 国 内 で も短 か い。 居 住 期 閲
の 長 さが 労 働 市 場 の 成 功 の 要 因 で あ る が 、 居 住 期 間 が 短 い こ とが 、 彼 ら
の 労 働 市場 で の 結 果 に 影 響 が あ る と言 え よ う。
1986年以 降 オ ー ス トラ リ ア の 移 民 受 人 人 数 は 拡 大 した 。 この 年 以 降
ア ジ ア か らの 移 民 の 比 率 は急 速 に上 昇 し、1990年か ら1992年の3年 間
は 、 総 流 人 数 の50%に 達 して い る 。 この よ う な状 況 を 受 け て 、 ア ジ ア
か らの 移 民 の 居 住 年 数 はOverseas-bornに比べ て 非 常 に 短 い 。1988年か
ら 玉991年の4年 間 の 流 人 比 率 の 高 い 国 はマ レー シ アーbornで、 同 国 か ら
の 全 流 入 者 の33.5%の24.000人の 流 入 者 数 で あ っ た 。 続 い て シ ンガ ポ ー
ルーborn(29.3%)7,100人、 イ ン ドネ シ アーborn(2&2%)9,200人、 ベ ト
ナ ムーborn(25.9%)32,000人、 カ ンボ ジ ア ーborn(17.5%)3.100人で あ
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り 、 い ず れ もOverseas-bornの14.1%を上 回 っ て い る 。
3.3教育 水準
図3.3.1及び3.3.2は15才以 上の労働 力 年齢 人 口の、 オー ス トラ リア移
住 前及 び移住 後 に取 得 した教育 水準 につ いて ま とめ た もので あ るlills}。
[男性 の 結 果](図3.3.1参 照)図 中 に 示 さ れ た 各 資 格 を 保 有 し て い る 人
を 、 資 格 取 得 者 と 定 義 し て い る 。Australia-bornの資 格 取 得 比 率 は 全
Australia-bornの労 働 力 人 口 の42.5%で あ る 。 こ れ に 対 し、TotalAsia-
bornは44.3%と 高 い が 、Overseas-born〈52%)に 比 べ る と低 い 状 況 に
あ る 。Total-Asia-bornは、Australia-born及びOtherOverseas-bornに
比 べ 、BachelorDegreeの 比 率 が2倍 の 高 さ に あ る 一一方 で 、Skilled
Vocationalの比 率 が1/3の 低 さ で あ る 。 東 南 ア ジ ア 各 国 の 資 格 保 有 者
の 比 率 の 高 い 順 に 、 イ ン ドネ シ ア ーborn(41.9%)、シ ン ガ ポ ー ル ーborn
(33.7%)、マ レ ー シ ア ーborn(31.3%)、ベ トナ ム ーborn(22.0%)、カ ン
ボ ジ ア ーborn(16.7)とな っ て い る 。postsecondqualificationは以 ドの
項 目 で 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ちhigherdegree、postgraduate
diploma、bachelordegree、undergraduatediploma、associated
diplomaの合 計 で あ る 。postsecondqualificationの比 率 は 、 イ ン ドネ シ
ア ・born19.0%、マ レL-・一・シ ア ーbornl7.5%、シ ン ガ ポ ー ル ーborn17.0%で、
こ れ ら はAustralia-born(11.8%)及びOverseas-born(11.6%)を大 き
く 越 え て い る 。 こ の こ と は 、 こ れ ら の 国 々 か ら の 移 民 の 教 育 レ ベ ル の 高
さ を 示 す も の で あ る 。
[女性 の 結 果](図3.3.2)女 性 の 資 格 取 得 者 の 比 率 で は 、Australia-born
31.0%、OtherOverseas-born37.6%に対 し 、TotalAsia-bornの比 率 は
39.5%と 、 前 者 よ り も 高 く 、Asia-bornの女 性 の 教 育 水 準 は 高 い も の
の 、Australia-born、OtherOverseas-born、TotalAsia-bornの男 性 よ
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り も低 く、全 体 的 に 男性 よ り も女 性 の教 育 水 準 が 幾 分 低 い状 況 に あ る。
TotalAsia-born女性 のBachelorDegreeの資 格 取 得 者 の比 率 が 高 い こ
と は 、特 徴 と して あ げ られ る。 男 女 の 格 差 の 観 点 か ら見 る と、 シ ンガ ポ
ー ルーborn・マ レー シ アーborn及び イ ン ドネ シ アーbornの女 性 の 資 格 取 得
比 率 は男 性 よ り も高 く、 これ ら3ヶ 国 か らの 女性 の移 民 が 高 い教 育 水 準
に あ る こ とを示 して い る。 特 にpostsecondqualificationの比 率 は 極 め
て 高 い水 準 にあ り、 イ ン ドネ シ アーbornは22.1%、シ ンガ ポ ー ルーbornは
21.6%、マ レー シ アーbornは21.0%に達 して い る 。 この よ う な 高 い 数 字
は、 彼 女達 の 中 でBachelorDegreeあるい は 、UndergraduateDiploma
を 有 す る 人 数 が 高 い こ と を 反 映 し て い る 。BachelorDegree及び
UndergraduateDiplomaの比 率 を 順 に 示 す と 、 シ ン ガ ポ ー ル ーborn
(12.1%、5.6%)、マ レー シ アーborn(12.5%、5.3%)、イ ン ドネ シ ア ー
born(10.2%、6.8%)で、 この2項 目を 合 計 す る と3ヶ 国 か らの 移 民
女 性 のpostsecondqualificationの大 半 を 占め て い る こ とが わ か る。 ベ
トナ ム ーborn及び カ ン ボ ジ ア ーbornの資 格 取 得 者 の 比 率 は 、 そ れ ぞ れ
18.3%・13.5%を示 し、Australia-bomの31%、OtherOverseas-born
の37.6%を大 き く 下回 り低 い教 育 水 準 に あ る事 が 示 され る。 同 様 にpost
secondqualification比率 は、 ベ トナ ムーbornは5.8%、カ ン ボ ジ アーborn
は2.5%で、Australia・bornの13.5%、OtherOverseas-bornの11.4%よ
り低 い水 準 に あ る 。
第 四 章 結 論
1980年代 に入 りア ジアか らオー ス トラ リアへ の移 民 は急 速 に増 加 し
て いる。1990-91年の ・年 間に は、 ア ジアか らの移 民の比 率が 半数 に
達す る状況 まで となった。移民 とい う行為 が成功 した こ とを示す重 要な
指標 は、就業及 びその 質であ る。本 論文で はア ジアか らの移民 について 、
失業率 さらに雇 用の質 を示す 産業 別及 び職 業別分布 とさ らに賃金 に代 わ
って所得水準 につ いて見 て きた。
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ア ジア か らの 移 民 の 失 業 率 は 極 め て 高 く、 製 造 業 の 雇 用 比 率 が 高 く、
またPlant/Machine/Workersの就 業 比 率 が 高 い 傾 向 に あ る。 しか し
ア ジ ア地 域 内 の 中 で と りわ け 地 域 別 失 業 率 の 高 い 東 南 ア ジ ア地 域 の 国 別
の状 況 を 見 る と、 労 働 市場 の 結 果 の 格 差 は 極 め て 大 き く、 地 域 別 の 分 析
で は現 状 が 正 確 に 認 識 で き な い 。 東 南 ア ジア で は 、 マ レー シ ア ・シ ンガ
ポ ー ル の 二 ヶ国 か らの 移 民 は 、Australia-bomと同 様 の 労 働 市 場 の 結 果
を示 して い る が 、 ベ トナ ムーborn及び カ ンボ ジ アーbornの移 民 の 労 働 市 場
の 結 果 は極 め て 困 難 な状 況 に あ り、 両 者 の格 差 は 大 き い。
多 くの研 究 で は 、 労 働 市 場 の 格 差 の 要 因 を、 「英 語 能 力 」 「オ ー ス トラ
リア 滞 在 期 間 」 「教 育 水 準 」 最 後 に 「ビザ カ テ ゴ リー 」 だ と指 摘 して い
る。 そ こで こ れ らの 要 因 に 関す る状 況 を第3章 で 見 て き た。 最 後 に こ れ
らの 要 因 を 失 業 率 と と も に 、 ひ とつ に ま とめ 図4.1.1に示 した 。 こ の 図
は東 南 ア ジ ア の ほ とん どの 国 を 表 示 して い る。 デ ー タは"AtiasofThe
AustralianPeople-1991Census"の各 国 で あ る。CMBO(Cambodia-
born)以下 は 、 東 南 ア ジ ア の 国 々 を 、 失 業 率 の 高 い 順 に 並 べ て い る 。
こ の 図 に 示 さ れ た デ ー タ を順 に説 明 す る 。`EnglishAbility'は、 セ ン
サ ス の 質 問 に 対 し、`SpeakEnglishnotwell/notatalrと回 答 した
人 数 の 比 率 を 示 して い る。 教 育 水 準 を示 す 指 標 は 、`Degree/diploma'
と回 答 した 人 数 の 比 率 を示 した 。 職 業 を示 す 指 標 で は 、 失 業 を被 りや す
い 職 業 と して 示 さ れ て い た 、`Plant/machine/laboures'と回 答 した
人数 の 比 率 を示 した。 最 後 に`Lengthofresident'を採 用 し、 こ れ は
'到着 後5年 未 満'と 回 答 した 人 数 の 比 率 を示 した
、,
図4.1.1を見 る と、 東 南 ア ジ ア各 国 のLengthofresidenceの張 り出 し
が 大 き く、1991年に お い て 最 近5年 以 内 に 、 多 くの 流 入 者 が あ っ た こ
と を示 して い る。 ま た 教 育 水 準 が 、INDN(Indonesia-born)からSIGN
(Singapore-born)の国 々で 大 き く張 り出 し、 こ れ らの 国 々か らの 移 民
の 教 育 水 準 が 高 い こ と を 示 し て い る 。 こ れ ら の 国 々 は 、AUS
(Australia-born)、MES(MainEnglishSpeaking-born)、NES(Not
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EnglishSpeaking-born)より も高 い こ と も特 徴 と して 注 目 され る べ き
で あ る 。 こ の よ う な 状 況 が 労 働 市 場 の 結 果 に 反 映 さ れ て い る の は 、
Singapore-bornとMalaysia-bornの移 民 で あ る と い え よ う。 しか しこ れ
ら両 国 か らの 移 民 の 教 育 水 準 がAUS(Australia-born)、MES(Main
EnglishSpeaking-born)より も格 段 に高 い こ と を考 え る と、Australia-
born以hの 状 況 を、 今 後 期 待 す る こ と も可 能 で あ ろ う。 また 一方 で は 、
INDN(lndonesia-born)、TIIIL(Thailand-born)、PHIL(Philippines-
born)からの 移 民 の 高 い 教 育 水 準 が 労 働 市場 の 結 果 に 十 分 反 映 さ れ て
い な い とい え る だ ろ う。 オ ー ス トラ リ ア は世 界経 済 の グ ロ ーバ ル 化 に よ
り産 業構 造 の 転 換 に迫 られ て い る 。 この よ うな状 況 に お い て、 教 育 水 準
や 資 格 が 十 分 に労 働 市 場 の結 果 に 反 映 され る環 境 の 整 備 は重 要 な点 で あ
る。
ま た そ の 一 方 で 図4.1.1が示 す よ う に 、CMBO(Cambodia-born)、
VTNM(VietNam-born)、LAOS(Laos-born)の国 々か らの 移 民 は、
教 育 水 準 で 落 ち 込 み 、 失 業 率 は高 く、 英 語 能 力 は低 く、 単 純 労 働 の 就 業
者 が 多 く、滞 在 期 間 が 短 い と い う特 徴 を示 して い る。こ の よ う な状 況 が 、
こ れ まで の研 究 結 果が 示 す 労 働 市場 で の 不 利 な 結 果 を 受 け る要 因 を 持 っ
た 移 民 で あ る 。 こ の 結 果 、 上記3ヶ 国 か らの 移 民 は 、countryofbirth
placc別で 比 較 す る と オ ー ス トラ リ ア 国 内 で 最 も悪 い 労 働 市場 の 結 果 を
余 儀 な く され て い る移 民 で あ る。 こ れ らイ ン ドシ ナ か らの 難 民 を 中心 と
したCambodia-born、VietNam-born、Laos-bornの移 民 に対 し、 彼 ら
の 能 力 の 実 現 に 対 す る 障 害 と な っ て い る 英 語 能 力 の 向Lへ の プ ロ グ ラ
ム 、 及 び職 業 訓 練 プ ロ グ ラム の 提 供 が 一 層 望 まれ て い る状 況 に あ る。
〈注 〉
注lJones,R.andMcAllister,1-1991参照
注2自 動 車 産 業 の研 究 は 、Levine,McLemanandPearce(1993)が行 っ た 。
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この 産業の60%は 、組 み立 て労 働 力で あ る。 そ して組 立 て労 働力 の60%が
NESBの出身で あ る。Morrissey,DibdenandMitchell(1992)は、国 内最
大 規 模 の鉄 鋼 プ ラ ン トを研 究 した。 賃金 雇 用者 の80%がNESBの 出 身で 、
1980年代 の不 況 と技 術 変化 に直面 して 、NESBの 労 働 力 は非常 に厳 しい 状
況 に 立 た され る と論 じて い る。 職 業 分 布 の 格 差 の 問題 で は 、Campbell,
FincherandWebber(1991)の、 ギ リシ ア ・ベ トナ ム ・旧ユ ー ゴス ラ ビァ
の移 民 の到 着 直後 の 最 初 の職 業 を調 査 した論 文 が あ る。 サ ンプ ルは272件
で あ った。 そ の結 果、 そ のサ ンプ ルの 大 部分 が 、製 造 業の 低 い技術 水 準 の
仕事 であ った と述べ てい る。
注3こ の よ うな 問題 に 関す る研 究 は 、Stromback(1984)、Chiswickand
Miller(1985)、Tran-NamandNevile(1988)、ChapmanandIredale
(1990)にあ る。
注4特 にNESBか らの移民 の 技術 を誤 って認 識 す る こ とか ら生 じる、 オー
ス トラ リア経 済へ の損 失 を計 算 してい る。MEET(1989)は、i980年代 末
に は 、 年 間1兆 一3.5兆オ ー ス トラ リ ア ドル に 達 す る と述 べ た 。 ま た
ChapmanandIredale(1990)は6.4兆オ ース トラ リア ドル に達す る と述 べ
て い る。 この よ うな 問題 を指摘 し、FitzGeraldReport(1989)では、ESB
とNESBとの間で差 別 的な結 果 を もた ら さない よう制 度の 改善 を求め た。
注5Pre-Immigrationには、到 着時 の年 齢 、出 身国、 移動 前の 職業 、移動 前
の 資格 を考慮 して い る。 またPost-lmmigrationは到着 後 の滞 在期 間 を要 因
として取 り上 げてい る。
注6ChiswickandMiller(1992)は、1987年のABSの 調 査 デー タを使 った
研 究 で 、13%のOverseas-bornは到 着 後degree、tradequalification、
apprenticeship、diploma等の資格 を獲 得 して い る と述べ てい る,,
注7同 じ よ うに、Brrom,Jones,McDonnellandWilliams(1980)で、
NESBの移民 の 職業 に関す る研 究 を行 った 。 この研 究 で使 用 され た デー タ
は、AustraliaNationalUniversityが、1973年まで の10年間 かけ て行 われ
たSocialMobilitySurveyであ る。 これに よる とNESBの移民 は、overseas
で習 得 した教 育水 準 を、 最初 の 職 業 に †'分反映 され ない。 現 在就 業 してい
る職 業 と到 着 直後 の職 業の 関連性 が ほ とん どない。 この こ とは 、移民 とい
う行為 は、 これ までのcareerを中断 す る こ とを意 味 して い る と、結 論づ け
る。
注8こ れ らの 統 計 に は以 下 の 人 数 の 留 学 生 が 含 まれ る。 シ ンガポ ー ルは








































































































































































































































































































































































































































Pre1971 4064 9677 5520 718 128
1971-75 3338 6079 3183 1829 221
1976-80 2951 9127 3660 30102 2286
1981-85 3538 12724 7025 42085 8995
1986-87 2740 8958 3412 12634 2439
1988-89 3686 14910 4680 14066 2423
1990-91 3405 9128 4521 17556 648
NotStated 426 955 583 2647 412
丁ota1 24148 71558 32584 121637 17552
SinaoreMalasia lndonesiaVietN飾 Canbodia
Pre1971 16.83% 13.52% 16.94% 0.59% 0.73%
1971-75 13.82% 8.50% 9.77% 1.50% 1.26%
1976-80 12.22% 12.75% 11.23% 24.75% 13.02%
1981-85 14.65% 17.78% 21.56% 34.60% 51.25%
1986-87 11.35% 12.52% 10.47% 10.39% 13.90%
1988-89 15.26% 20.84% 14.36% 11.56% 13.80%
1990-91 14.10% 12.76% 13.87% 14.43% 3.69%
NotStated 1.76% 1.33% 1.79% 2.18% 2.35%
Total 100.00%100.00%100.00%100.00%100.00%
■
図3.3.1 PercentageDistributionofQualificationofWorking-AgePersonsbyBirthplace1991CensusMale
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図4.1.1UnemploymentandltsCauses=SoutheastAsianCountries-bom1991CensusAustralia{%)
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